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1. はじめに 

 

当社は２００９年１０月２４日に｢環境方針｣を定め、環境マネジメントシステムを立ち上げました。このシ

ステムでは、当社の事業年度に合わせ、毎年６月１日から翌年５月３１日までをひとつの区切りとして

います。 

 

2. 事業活動の概要 

 

事業所名 有限会社 住建総業 

代表者 代表取締役  小池 茂樹 

事業所所在地 〒392-0015 長野県諏訪市大字中洲 5568-18 

TEL・FAX TEL：0266-75-0357   FAX：0266-75-0358- 

環境管理責任者 関 秀光    E-mail：seki@jyuuken.co.jp 

事業内容 土木工事の施工及び設計・監理   産業廃棄物収集運搬業 

法人設立年月日 平成 8 年 6 月 24 日 

建設業許可 

長野県知事許可  22459 号 

土木工事業       とび・土工 工事業 

石工事業        鋼構造物工事業     

舗装工事業       しゅんせつ工事業    

塗装工事業       水道施設工事業 

解体工事業 

産業廃棄物収集運搬許

可 

長野県 許可番号 第 2002133101 号 

許可の年月日     令和 4 年 2 月 14 日 

許可の有効年月日  令和 9 年 2 月 13 日 

概要・事業範囲 

  収集運搬（積替保管を除く） 

・廃プラ   ・がれき類 

（石綿含有産業廃棄物を含む、水銀使用製品産業廃棄物、水銀含

有ばいじん等、自動車等破砕物を除く） 

以上いずれも特別管理産業廃棄物を除く 

（個別見積 距離・種類により） 

運搬車両の種類と台数 
ダンプ 10ｔ-2 台   ダンプ 3ｔ-2 台 

軽トラ－2 台               計 車両 6 台 

処理実績 
2022年 6月～2023年 5月

まで 

コンクリート殻 - 201.4ｔ  アスファルト殻 – 348.6ｔ  

木くず     -  14.7ｔ  廃プラスチック - 2.3ｔ 

資本金・売上高 （資本金 2 千万円）   （売上高 367,91 万円 2022 年度） 

従業員数 15 名 

事業所の延べ床面積 304 ㎡ 

対象範囲 全組織 ・ 全活動 ・ 全従業員 
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3. 環境活動実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【責任、及び権限】 

代表取締役 環境経営の統括責任者であり、環境理念及び環境方針を策定し、全社員に周知

させると共に環境への取組を適切に実行する為の資源の提供を行う。また、環境

管理責任者を任命し、環境会議を実施して環境マネジメントシステムの見直しを

行う。 

 

環境管理責任者 ガイドラインの要求事項を満たす環境マネジメントシステムの構築･運用に責任を

持つと共に、必要な権限を持つ。またその状況を社長に報告する義務を負う。 

 

EA21 推進委員 環境目標、環境活動計画を策定し、部門内に周知させ、環境方針の展開指導を

行う。活動の実績結果は環境管理責任者に報告する義務を負う。 

 

EA21 事務局 EA21のデータ管理、文書管理を行う。 

 

環境会議 事務局が主管となり、原則年 2 回、環境目標の達成状況、計画の実施状況等の

報告、確認、及び是正、予防処置を行う 

現場部門リーダー 各作業所において環境目標を周知し、目標を達成できるよう環境活動を指導す

る。 

 

全従業員 環境方針の理解と環境への取組重要性を理解し、自主的・積極的に環境活動に 

参加し、問題点の発見、是非、予防処置を行う 

 

 

  

代表取締役社長 

環境管理責任者 EA21 事務局 環境会議／ 

EA21 推進委員 

従 業 員 

現場部門   

外 注 
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4. 環境方針 

 

 

 

【基本理念】 

当社は地球環境の悪化に対して、建設工事の事業活動における環境負荷の低減を図る

ために、燃料、電力、水資源の節約に取り組みます。 

 

 

【環境方針】 

１．当社の事業活動により生じる環境への影響をしっかりと把握し、継続的改善及び環境汚

染防止に努めます。 

２．環境に関しての法律、協定を遵守します。 

３．当社の事業活動によって生じる環境影響については、次の視点から適切な環境目的及

び目標を設定し、活動していきます。環境目的、目標は定期的に見直しを行います。 

①燃料の消費に伴う CO２排出量の削減に取り組みます 

②建設廃材を中心としたリサイクル促進に努めます 

③水資源の節約に努めます 

④環境負荷の少ない資材の使用推進に努めます 

⑤地形の改変を最小限にするよう努めます 

４．作業現場周辺への環境保全に配慮し、地域から信頼される事業活動を行います。 

５．環境方針は、全社員に周知徹底し、社外へ公開します。 

６.環境経営の継続的改善を誓約します。 

 

                                                                       

                                                       

 

         ２００９年１０月２４日 

             （２０22年度継続中） 

代表取締役   小池 茂樹
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5. 負荷の自己チェック状況と評価 

 

 

項    目 単位 
2019 年度 
（19 年 6 月       

 ～20年 5月） 

2020 年度 
（20 年 6 月       

～21 年 5 月） 

2021 年度 
（21 年 6 月       

～22 年 5 月） 

2022 年度 
（22 年 6 月 

～23 年 5 月） 

総エネルギー

投入量 

購入電力① Kg-Co2 6,693 6,408 4，776 5,174 

灯油② Kg-Co2 1,635 1,755 1,770 1,880 

建設現場等の灯油③ Kg-Co2 628 11,427 12，858 9,686 

建設現場等のＬＰＧ④ Kg-Co2 0 240 ― ― 

建設現場等のガソリン⑤ Kg-Co2 42,884 53,838 45，922 45，953 

軽油⑥ Kg-Co2 279,474 490,758 350，988 389,913 

全化石燃料⑦ 

（②+③+④+⑤+⑥） 
Kg-Co2 324,620 558,018 411，538 447,432 

二酸化炭素(①+⑦) Kg-Co2 331,313 564,426 416，314 452，606 

資源投入量（新材） ｔ 861 2,730 2，063 1，184 

循環資源投入量 

（再生材） 
ｔ 2,545 1,161 649 2，315 

総物質投入量 
全体 ｔ 3,461 2,730 2，712 3，449 

再生利用 ｔ 2,545 1,161 649 2315 

温室効果 

ガス排出量 
 Kg-Co2 331,313 564,426 416，314 452，606 

廃棄物等 

総排出量 
 ｔ 248 348 575 554 

調整後排出係数   0.388ｋｇ-co2/kwh（中部電力 令和 4 年） 

 

※廃棄物について 

・ 現場における木くず（リサイクル率 90％）は、単位がプラントによって違い換算も難しいため、廃棄

物総排出量に入れていません。 
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6. 環境目標 

                                  

№ 項 目 基準年の数値 
2021 年度 

目 標 

2022 年度

目 標 

2023 年度

目 標 

2024 年度

目 標 

摘

要

箇

所 

1 

CO2 

排出量 

削減 

(省エネル

ギー) 

ガソリン 2020 年度 

総使用量 23206.0ℓ 

売上高 532.7（百万円） 

23206.0/532.7 ＝ 43.6 ℓ

（売上高比） 

2020 年維持 

43.6ℓ 

2020年維持 

43.6ℓ 

2020年維持 

43.6ℓ 

目標達成の

場合更新 

現

場 

軽油 2014 年度 

総使用量 85580ℓ 

売上高 330.7（百万円） 

85580/330.7＝258.8ℓ（売

上高比) 

2014 年より

3％削減する。

258.8 × 0.97

＝251.0ℓ 

2014年より 

3％削減す

る。 

251.0ℓ 

2014 年より

3 ％ 削 減 す

る。 

251.0ℓ 

目標達成の

場合更新 

電力 2020 年度 

使用量 14401.0（KW） 

14401.0/532.7＝27.0 

（売上高比） 

2020 年維持 
2020 年 

維持 

2020 年 

維持 
目標達成の

場合更新 

2018 年度 CO2 排出量 

総量 340577.6（kg-co2） 

売上高 359.1（百万円） 

340577.6/359.1＝948.4 

（売上高比） 

2018 年より 

3％削減する。 

948.4×0.97＝

919.9kgCO2 

2018 年よ

り 3％削減

する。

919.9kgCO2 

2018 年よ

り 3％削減

する。

919.9kgCO2 

目標達成の

場合更新 

 5 分以上作業しない場合はエンジンを止める 

 省エネ型建設機械、ダンプトラックの採用 

2 

廃棄物 

排出量削

減(リサイ

クル推進) 

現場での建設廃材リサイ

クル率は現状（99％）を

維持する 

 

現状（99％）

を維持する 

現状(99％）

を維持する 

現状(99％）

を維持する 

現状(99％）

を維持する 

現

場 

3 
環境負荷の少ない（自然素材）の使

用を推進する。(間伐材使用） 
現場で自然素材の材料を提案していく。 

現

場 

4 地形の改変を最小限とする。 施工前に地形の変化を最小限に出来るよう検討を行う。 
現

場 

5 ICT 施工への取組 ICT（情報通信技術）を活用した現場施工への取組 
現

場 

6 SDGｓ目標達成への取組 エコアクションを通じて SDGｓの目標達成に取り組む 
全

社 

7 
事務所 

社内環境等 

水の使用量使用量は例年を維持 

社内 LAN を活用して文書の電子化、共有化を推進する 

事

務

所 

本年度＝2022 年 6 月～2023 年 5 月 
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7. 環境目標とその実績                          

 

当社では下記の環境目標をたてて活動を開始しました。 

◆自動車燃料（ガソリン）2020 年度維持する。 

  基準年の使用量 23,206ℓ（43.6ℓ／百万円） 

  今年度の使用量 19,807.3ℓ（53.8ℓ／百万円）  

  結果 → 23.5％増の未達成 

◆重機燃料（軽油）を 2014 年度３％削減する。 

   基準年の使用量 85,580.0ℓ（258.8ℓ／百万円） 

   目標   258.8×0.97＝251.0ℓ/百万円）                    

   今年度の使用量 151,129.2ℓ（410.8ℓ／百万円）  

   結果 → 63.7増の未達成 

◆CO2排出量を 2018 年度３％削減する。 （全体排出量） 

  基準年度排出量  340,577.6kg-CO2（948.4kg-CO2／百万円) 

目標  948.4×0.97＝919.9 kg－CO2 

   今年度の使用量  452，606.4 kg-CO2（1230.2kg-CO2／百万円) 

   結果 → 33.7％増の未達成 

◆事務所電気量、水の使用量を例年維持する。（売上比率） 

電気量は 20 年度比+34.2％増の未達成 

灯油量は昨年比－28.4％減の達成 

水使用量は昨年比－21％減の達成 

本年度（2022 年度）はガソリン、軽油、電力、CO2 ともに目標未達成で終わりましたが、灯油、水は目標を

達成しました。 

今後も目標に向け従業員の意識の向上を高め、エコ活動を推進して行きたいと思います。 

◆現場での建設廃材リサイクル率は現状（99％）を維持する。 

   結果 → リサイクル率 99％を維持できています（９９．８％） 

         また、型枠材料の転用回数の見直しや鉄筋端材の利用（差筋・溶接材料に使用）等の創意

工夫により良好な結果がでています。 

◆事務所での紙リサイクルを推進する。 

   事業所における廃棄物については、エコアクション２１への取組をきっかけに、分別を開始し紙類のリ

サイクル推進に努めています。特に新聞紙や段ボール類は従業員の小中学生の子が学校行事で行

う「資源回収」に協力しています又コピー用紙等は紙の回収ボックスに持ち込みを行いリサイクルして

います。 

◆環境負荷の少ない資材の使用を推進する。 

  現場施工において、着手前の「施工計画」及び「施工協議」時に、周辺環境との調和をはかる

使用材料の提案をしました。又、現場で発生した木材・石材等は土留材料や仮設材料とし使用

して現場内利用を心掛けています。 

◆ 現場着手前に地形を発注者・地権者等と立会確認を行い施工範囲の決定をし、地形の改変を最

小限にするようにしています。又、法面復旧や盛土面は現地発生土を使用し、在来植生を保護

するよう考慮しています。 

【ガソリン ・ 軽油に関する主な活動内容】 

ガソリン： エコドライブを推進する。 

作業現場への移動は極力相乗りとす

る。 

軽 油 ： 環境に配慮した作業をする。 

① ５分以上作業しない場合はエンジン

を止める。 

② 作業時以外は回転を落とす。 

③ 暖気運転は最低限にする。 

④ エアコンの効かせ過ぎに注意する。 

⑤ 作業前に機械からの油脂類流出の

点検確認をする。 
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8. 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

◇自動車燃料（ガソリン）使用量 

・2020 年売上高比維持  43.6ℓ 

 

・経営計画 

①出来るだけ相乗りし、無駄を出さない。 

②資材、工具等の忘れ物防止の為、前日にチェックする。 

③長時間のアイドリングをしない。 

④工事車両・営業車のタイヤ空気圧の管理をする 

⑤エコドライブを推進（急発進・急加速・空ふかしはしない）。 

◇重機燃料（軽油）使用量 

・2014 年売上高比 3％削減  251.0ℓ （258.8×0.97＝251.0） 

 

  ・経営計画 

① 段取り良く掘削及び作業を行う。 

② 過大な負荷のかからないような運転を行う。 

③ 作業をしない時は、エンジンを切る。 

④ ５分以上作業しない場合は、エンジンを切る。 

⑤ 省エネ型建設機械の導入 

⑥ ICT 技術の導入により生産性の向上を図る。 

◇CO2 排出量 

  ・2018 年売上高比 3％削減  919.9kg/co2 （948.4×0.97＝919.9） 

 

・経営計画 

① ガソリン・軽油の削減により、CO2 排出量を削減する。 

◇電気使用量  

・2020 年使用量維持  14,401kwh（27.0ｋｗｈ/百万円） 

① OA 機器の節電 

② 照明の節電 

  



- 9 - 

 

 

9. 教育訓練の実施 

2020年度に実施の教育訓練は下記のとおりです 

実施日 教育訓練概要 対象者 講師 

2022年 6月 18日 全員教育／ｴｺｱｸｼｮﾝ報告と今後の取組 全社員 推進委員 

2023年 2月 4日 現場／緊急事態訓練：灯油の漏洩訓練時に

「緊急事態の手順書」に基づき説明 

全員教育／ｴｺｱｸｼｮﾝ報告と今後の取組 
全社員 

推進委員 

 

 

10.  環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

当社の事業活動に関連する主な環境関連法規は下表のとおりです。 

2023 年６月 30 日、遵守状況の確認を行った結果、違反はありませんでした。なお関係当局よりの違反等

の指摘や利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

  

適用法 法規制内容 
遵守 

評価 

廃棄物の処理及び清掃に 

関する法律 

廃棄物の排出抑制と処理の適正化 

マニュフェストの適正使用・管理 
○ 

リサイクル法 
指定副産物の発生抑制（施工方法、資材選択）と再利

用、再生利用、再資源化努力 
○ 

指定副産物利用促進省令 
指定副産物の搬出量と再資源化施設への搬出量等計画

の作成 
○ 

建設リサイクル法 

新築工事及び解体改修工事における、発注者への計画

等説明書と完了報告書、下請負者への告知書、知事への

届出書（条例規定） 

○ 

排出ガス対策型建設機械普及

促進規程 

公共工事における建設機械などの排出ガス対策型である

ことの確認 
○ 

騒音規制法 
ブレーカー、削岩機、空気圧縮機等を使用する作業での

低騒音型機械の使用 
○ 

河川法 工事のための濁水等について漁協との協議 ○ 

下水道法 不適切な下水を排出しない ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

 

11. 内部監査の実施と是正処置 

 

２０２2年 10月 15日、当社の環境マネジメントシステムが適切に実施され維持されているかを確認するた

めに、事務所と作業所で内部監査を行い次の結果が得られました。 

【監査結果の要旨】 

・良かった点 

    ・社用車、事務所の管理は年々良くなっています。 

・産業廃棄物管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）は事務所及び作業所共にきちんと集計・整理されていました。 

・社内 LANを整備してデータを共有化し、文書の電子化を進めています。 

・ICTが使用できる現場はなるべく採用するようにしています。 

・事務所の冷暖房は効率を考慮し、送風機とエアコンを併用するなどして快適な環境となるよう設

定温度を適切にコントロールし同時に換気も十分に行い健康面にも気を付けています。 

・エコドライブの実施 

スピードの出し過ぎや急加速をしないように心掛けていますのでより一層のエコドライブの実践に

心がけます。 

 

・改善すべき点 → 改善結果（予定） 

・ ガソリン、軽油使用量は前年度並みとなっていますが、昨今の材料の値上がりや売り上げの

減少により比率が上がってしまい目標達成出来ていません。重機や大型車両のエンジンを

止めるだけでは目標の達成は困難と思われますので、今後は作業効率向上のための何らか

の対策が必要であると思われます。 

・ エコドライブの実施 

スピードの出し過ぎや急加速をしないように心掛けていますのでより一層のエコドライブの実

践に心がけます。 

・ 建設業（特に土木工事）という分野は工場製作等の一般製造業と違い、工事内容や作業場

所の状況が現場毎、作業日毎に変動する為、数値的達成率の比較は非常に困難でありま

す。しかしながら再生材の使用や現場発生材の利用及び作業方法の検討等で創意工夫を

行っており、少しずつ前進しています。 

・ OA機器は終業時に切り忘れないようにする。 
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12. 経営者による評価の実施 

 

２０２3年６月 23日に、経営者による取り組みの見直しを行い、次の結果が得られました。 

 

インプット（審議事項） アウトプット（見直し結果：社長指示） 

(1)内部監査の結果 

監査報告書により報告 

・年々環境に配慮しようとする意識が高まってき

た。引き続き省燃費運転を心がけること。 

 

(2)最近の不適合事例及び是正処置 

燃料使用量の目標値がクリアーできてい

ない。 

・現場特性の関係で燃料は多少多く消費したが

総消費量ではほぼ平年並みとなっている。 

売上比率の関係でクリアーできていないので

今後は作業効率の向上や省燃費機械の採用等

で売り上げを伸ばすことが必要である。 

(3）事務所の環境整備、電気の使用 ・電気使用量は、ほぼ同じ状態であり今後も節電

に心掛けていく。 

・冷暖房は使用時間や温度の管理を適正に行い 

節電に努める。 

 

(4)法規制、遵守評価、社会状況の変化 

環境法規制等遵守チェックリストにより

報告 （全て適合） 

・法令遵守には常時気をつけること。 

また、新たな法令のチェックを行う 

(5)目標の達成状況（各担当） 

ガソリン        未達成 

軽油          未達成 

CO2 排出量       未達成 

現場での建設廃材 

リサイクル率 99％を維持 達成 

 

・ガソリン： 

目標 43.6ℓ/百万円→実績 53.8ℓ(23.5％増) 

・軽油： 

目標 251.0 ℓ/百万円→実績 410.8ℓ(63.7％増) 

・CO2 排出量：目標 919.9kg/百万円→ 

実績 1230.2kg(33.7％増) 

・リサイクル：99.4％ 

現場、事務所でのリサイクル推進 

(6)負荷の自己チェック、取組の自己チェッ

クの結果（担当者） 

負荷の自己チェック表 

負荷データ把握（グラフ） 

取組評価結果集計表 により報告 

意識的には、年々高まってきているので、 

目標値に近づくよう、努力をしていきたい。 

(7)改善の提案（各担当） 

 

 

・引き続きエコドライブに努力し、施工方法の改

善等による作業効率化により削減をめざす。 

今後は ICT や 3 次元データの利用等の技術を

導入した現場の総合管理により生産性の向上

や作業環境の改善を行い収益アップにつなげ

たい。 

・環境目標全般について徐々に改善しているの

で、会社全体で目標に向かって努力していきた

い。 

・現場環境の改善を進め新規従業員の募集を行っ

ていく。 

・倉庫の照明の消し忘れがないようにお互いに気

を付ける。 

 


